











































































































































































































































































































































されているのが SNS である。SNS 加入率は100.0％であ
り，種類は LINE（98.4％）が最も多く，次に Twitter
（80.2％）となっている。2012年度の調査では46.7％で
あったホームページ（ブログ）開設率も今回の調査では
4.0％に減少していることから，学生のインターネット上
のコミュニケーションツールは，パソコンによるホーム
ページ（ブログ）からスマートフォンによる SNS に移行
したことがうかがえる。
次に携帯電話・スマートフォンを最初に所持した時期
と家庭でのルール（小学生時期）の有無を図５に示す。
小学生で携帯電話・スマートフォンを所持していた学生
は，15.3％であるが，その中で「携帯電話・スマートフォ
ンの利用に関する家庭でのルールはありましたか」とい
う設問に対し「無かった」と回答した学生が半数以上
（52.6％）になっている。
さらに，小学校から高等学校までの情報モラル教育の
学習状況（図６）をみると，小学校で情報モラルについ
て学習していない学生が19.0％おり，家庭のルールもな
く情報モラル教育も受けていない状態で携帯電話・ス
マートフォンを所持している状況が起こりうることにな
図２．パソコンの所有率の推移（入学前）
［４］新ケ江登美夫，泊羊子：大学におけるコンピュータリテラシー教育，中村学園大学・中村学園大学短期大学部研究紀要，第48号，247-
253，2016．
（注） 「いずれかの機器」については，青少年に対して調査した15機器
（スマートフォン，携帯電話，パソコン，タブレット，携帯音楽プ
レイヤー，携帯ゲーム機等）のうち，いずれかの機器でインター
ネットを利用していると回答した青少年，「スマートフォン」につ
いては，「スマートフォン」でインターネットを利用していると回
答した青少年をベースに集計。
表１．出典：「平成27年度青少年のインターネット利用環境
実態調査 調査結果（速報）」青少年のインターネットの利用
内容（平成27年度）（平成28年2月内閣府）
271
4 新ヶ江　登美夫・泊　　　羊　子
る。今回の調査では，10.5％がこの状況に該当していた。
しかも，小学校から大学まで1度も情報モラル教育を受
けていないと回答した学生が4.0％いることがわかった。
また，大学入学時のオリエンテーションで情報モラル
教育を行っているにもかかわらず，大学で情報モラル教
育を受けたことがないと回答する学生も19.0％いること
から，現在の情報モラル教育では学生の記憶に充分定着
していないことがわかる。インターネット上のコミュニ
ケーションツールが短期間で変わっていく状況を鑑みて
も，大学において最新の情報モラル教育を継続して行っ
ていく必要があるのではないかと思われる。
（４）インターネット上のトラブル経験
過去に起こったインターネット上のトラブル経験を図
７に示す。小学校から大学までトラブルを経験したこと
がないと回答した学生が76.2％であり，23.8％が何らか
のトラブルを経験している。最も多いトラブルは，「書き
込みによって不愉快な気持ちになった又は相手を不愉快
にさせた（不愉快な書き込み）」（14.3％）であり，次に
「身近でインターネット上のいじめがあった（ネットいじ
め）」（9.5％）が多くなっている。どちらも中学校・高等
学校で高い割合を示しているが，わずかながら小学校で
経験している学生もいる。内閣府の調査［3］によると，平
成27年度における小学生のスマートフォン利用率は
23.7％であり，平成26年度の17.1％より上昇している。
今後さらに上昇することが予想されることから，小学校
における情報モラル教育は益々重要となるであろう。ま
た，小学校教諭を志す学生が在籍する教育学部において
は，情報モラル教育を受講するのみならず，小学校の教
育現場において情報モラル教育が適切に指導できる学生
の育成が重要である。
図７．インターネット上のトラブル経験率
図５．初めて携帯電話・スマートフォンを所持した時期と
家庭でのルール（小学生時期）の有無
図６．情報モラル教育の学習状況
図３．１日の平均利用時間（現在）
図４．最も多く利用しているもの（現在）
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 5アンケート調査に基づく情報モラル教育の分析﻿
４．まとめ
スマートフォン等の普及によりインターネット上のコ
ミュニケーションの利用が増大し，トラブルも多種多様
で社会的にも問題になっている。今回の本学部の二年次
生の調査結果では，小学生で携帯電話・スマートフォン
を所持していた学生が15.3% もあったにもかかわらず，
情報モラル教育の授業がなかったと回答している学生が
19.0% いる。小学校から大学までに何らかのトラブルを
経験している学生が23.8% おり，情報モラル教育の充実
が必要である。
情報モラル教育では，知識不足から発生する問題があ
る。これらは情報モラル教育で知識を教える必要がある
が，事例のアニメやドラマ仕立てのビデオを見せること
で緊張感を持ちながら学習することも必要と思われる。
違法な行為と認識しながら故意に違法行為を行う愉快犯
や故意犯等の問題は，違法な行為を行った結果，どのよ
うな罰が科されるのかを新聞報道等の具体的な事例で知
らせることも有効と思われる。
著作権法第35条［5］で，学校その他の教育機関において
教員を担任する者及び授業を受ける者は，必要と認めら
れる限度において著作物の複製を授業でのみ許される場
合があるが，この認識が不十分な教員や児童生徒は，授
業以外においては違法であることを違法とは認識せずに
行ってしまう可能性がある。この知識を教えることも情
報モラル教育に加えるべきである。
今回の調査結果の分析﻿をもとに，大学での情報モラル
教育の改善，小学校の教育現場において情報モラル教育
が適切に指導できる学生の育成に生かしたい。
［５］総務省行政管理局：電子政府の総合窓口（e-Gov）「著作権法」，2016．
　　http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S45/S45HO048.html
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